
青果用バレイショのウイルス病様株から検出されるウイルス

[要約]長崎県における青果用バレイショのウイルス病様症状株からは、ＰＶＹ（ｼﾞｬ

ｶﾞｲﾓYｳｲﾙｽ、ＰＶＳ（ｼﾞｬｶﾞｲﾓSｳｲﾙｽ）、ＰＬＲＶ（ｼﾞｬｶﾞｲﾓ葉巻ｳｲﾙｽ）の３種が主に

検出される。
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[背景・ねらい]

最近、長崎県のバレイショ栽培において、茎葉のモザイク症状およびえそ症状の発生が

問題となっている。しかし、その病原ウイルスの種類、系統および性状については不明な

点が多く、本病の早期発見や防除対策が困難になっている。

平成９年の成果情報では、島原半島における青果用バレイショのウイルス病様症状株か

ら検出されるウイルスは、ＰＶＹおよびＰＶＹとＰＶＳの混合感染の頻度が高いことが明

らかとなっている。そこで、県下全域のバレイショのウイルス病様症状株に関与する病原

ウイルスを明らかにするため、主要な青果栽培地から、ウイルス病様症状株を採取し、血

清学的手法の１つであるＥＬＩＳＡ法によって、５種のウイルス（ＰＶＹ、ＰＶＸ、ＰＶ

Ｍ、ＰＶＳ、ＰＬＲＶ）の発生実態を明らかにする。

[成果の内容・特徴]

１．県内の青果用バレイショのウイルス病様症状株からは、ＰＶＹ，ＰＶＳ，ＰＶＸ，

ＰＬＲＶの４種のウイルスが検出され、春作・秋作を通じての主体は、ＰＶＹ、ＰＶＳ、

ＰＬＲＶの３種であり、ＰＶＭは検出されない（表、図１）。

２．２種以上のウイルスの混合感染株では、ＰＶＳ＋ＰＬＲＶ、ＰＶＹ＋ＰＶＳおよび

ＰＶＹ＋ＰＶＳ＋ＰＬＲＶの組み合わせが、作期（春作、秋作）を問わず最も多く検出

される（図２）。

[成果の活用面・留意点]

主に検出される３種のウイルス（ＰＶＹ，ＰＶＳ、ＰＬＲＶ）は，アブラムシ伝搬ある

いは種イモ伝染をするので，これらに対する防除対策が重要である。



［具体的データ］

表 ウイルス病様症状株の採取概況

採取 採取地 サンプル ウイルス
時期 数 検出割合

平成 愛野町、加津佐町、吾妻町、小浜町、松浦市、西海町、 ５５株 72.7％
11年 西彼町、千々石町、南串山町、南有馬町、飯盛町、布津
春作 町、平戸市、有家町、有明町

11年 愛野町、加津佐町、小浜町、松浦市、森山町、西海町、 ５４株 59.2％
秋作 千々石町、南有馬町、飯盛町、平戸市

12年 愛野町、加津佐町、吾妻町、国見町、瑞穂町、千々石 ３７株 56.8％
春作 町、南串山町、飯盛町、有明町

ニシユタカ、デジマ、メークインの３品種を採取

ウイルス種

図１ 全検出株中における各ウイルスの割合
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図２ 混合感染株において検出されるウイルスの割合
（注）混合感染株率：11春作 57.5%、11秋作 66.7% 12春作 33.3%
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